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「就労
しゅうろう

（労働
ろうどう

及び
お よ び

雇用
こ よ う

）」合同
ごうどう

作業
さぎょう

チーム
ち ー む

報告書
ほうこくしょ

 

I はじめに（作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

の検 討
けんとう

の背 景
はいけい

と検 討
けんとう

の範囲
はんい

） 

（問 題
もんだい

認識
にんしき

） 

 1976 年
ねん

に障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

が抜
ばっ

本 的
ほんてき

に改
かい

正
せい

されて以降
いこう

、わが国
くに

の障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

は、

雇用率
こようりつ

制度
せいど

を 中 心
ちゅうしん

にすすめられてきた。 近 年
きんねん

、 常 用
じょうよう

労 働 者
ろうどうしゃ

数
すう

1,000 人
にん

以 上
いじょう

規模
き ぼ

の

企 業
きぎょう

では、実
じつ

雇用率
こようりつ

が法 定
ほうてい

雇用率
こようりつ

を上 回
うわまわ

るなど、とくに大規模
だいきぼ

企 業
きぎょう

を中 心
ちゅうしん

に雇用率
こようりつ

制度
せいど

の対 象
たいしょう

となる常 用
じょうよう

労 働 者
ろうどうしゃ

数
すう

56 人
にん

以 上
いじょう

規模
き ぼ

の企 業
きぎょう

における障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

は年 々
ねんねん

伸
の
びているが、2008 年

ねん
に厚 生

こうせい
労 働 省
ろうどうしょう

により行
おこな

われた、常 用
じょうよう

労 働 者
ろうどうしゃ

数
すう

5 人
にん

以 上
いじょう

規模
き ぼ

の

事 業 所
じぎょうしょ

を 対 象
たいしょう

とした 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

結果
けっか

によれば、 対 象
たいしょう

事 業 所
じぎょうしょ

における

障 害 者
しょうがいしゃ

雇用数
こようかず

は約
やく

44 万
まん

8 千 人
せんにん

で、これは 2003 年
ねん

の同 調 査
どうちょうさ

結果
けっか

とくらべ、5 万 人
まんにん

近
ちか

く

減 尐
げんしょう

している。つまり、雇用率
こようりつ

制度
せいど

の 対 象
たいしょう

とはならない 常 用
じょうよう

労 働 者
ろうどうしゃ

数
すう5

55 人以下
い か

の

小 企 業
しょうきぎょう

では障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用数
こようかず

が大
おお

きく減 尐
げんしょう

しており、その結果
けっか

、企 業
きぎょう

全 体
ぜんたい

としてみる

と障 害 者
しょうがいしゃ

雇用数
こようかず

は、近 年
きんねん

かなり減 尐
げんしょう

している。また、平 均
へいきん

賃 金
ちんぎん

も 5 年 前
ねんまえ

とくらべ減 尐
げんしょう

するなど、雇用
こよう

の質
しつ

も低下
ていか

傾 向
けいこう

が見
み
られる。平 均

へいきん
賃 金
ちんぎん

（月 額
げつがく

）は、一 般
いっぱん

の約
やく

33 万
まん

6 千 円
せんえん

とくらべ、障 害 者
しょうがいしゃ

のなかでも一 番
いちばん

平 均
へいきん

賃 金
ちんぎん

が高
たか

い身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

で約
やく

25 万
まん

4 千 円
せんえん

と、

一 般
いっぱん

に比
くら

べ 4 分
ぷん

の 3レベル
れ べ る

にとどまっている。 

 一 方
いっぽう

、2006 年
ねん

の障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

施行後
しこうご

、福祉
ふくし

から一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

が強 調
きょうちょう

され、

2003年度
ねんど

の年 間
ねんかん

移行者
いこうしゃ

数
すう

0.2 万 人
ばんにん

から 2011年度
ねんど

には 0.9 万 人
ばんにん

が目 標
もくひょう

とされながら、2008

年度
ねんど

の実 績
じっせき

は約
やく

3,400 人
にん

程度
ていど

で、毎 年
まいとし

、特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

高等部
こうとうぶ

卒 業 生
そつぎょうせい

のうち福祉
ふくし

施設
しせつ

に 入
はい

ってくる 約
やく

1 万 人
まんにん

をはるかに 下 回
したまわ

っていることなどから、福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

利用者
りようしゃ

は

減 尐
げんしょう

するどころか、むしろ増加
ぞうか

傾 向
けいこう

がみられ、現 在
げんざい

では 20 万 人
まんにん

を上 回
うわまわ

っている。 

 2008 年
ねん

に厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

により行
おこな

われた労 働
ろうどう

年 齢
ねんれい

（15 歳
さい

～64 歳
さい

）の身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

、

知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

及
およ

び 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

結果
けっか

によれば、 障 害 者
しょうがいしゃ

の 就 業 率
しゅうぎょうりつ

（福祉的
ふくしてき

就 労 者
しゅうろうしゃ

を含
ふく

む。）は 40.3％で、一 般
いっぱん

の就 業 率
しゅうぎょうりつ

69.8％とくらべきわめて低
ひく

い。

福祉的
ふくしてき

就 労 者
しゅうろうしゃ

を 除
のぞ

く 就 業 率
しゅうぎょうりつ

は、 31.9 ％で、 一 般
いっぱん

の 半 分
はんぶん

以下
い か

である。また、

就 労 継 続 支 援
しゅうろうけいぞくしえん

Ａ 型 事 業
かたじぎょう

や 福 祉 工 場
ふくしこうじょう

で 就 労
しゅうろう

するものを除
じょ

く福 祉 的 就 労 利 用 者
ふくしてきしゅうろうりようしゃ

の平 均
へいきん

工 賃
こうちん

を 2007年度
ねんど

の 12,222 円
えん

から 2011年度
ねんど

には倍 増
ばいぞう

にすべく工 賃
こうちん

倍 増
ばいぞう

5 か年
ねん

計 画
けいかく

が実施
じっし

されているにもかかわらず、2009年度
ねんど

の平 均
へいきん

工 賃
こうちん

は 12,695 円
えん

で微増
びぞう

にとどまっ

ている。 

 これらのデータ
で ー た

からも明
あき

らかなように、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

等
とう

を中 心
ちゅうしん

にすすめられてき

た 障 害 者
しょうがいしゃ

の 一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

、そして 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

を 中 心
ちゅうしん

にすすめられてきた
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福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

の両 者
りょうしゃ

とも期待
きたい

されたような進 展
しんてん

がみられない。そうした状 況
じょうきょう

を打破
だ は

するに

は、障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

制度
せいど

全 般
ぜんぱん

の課題
かだい

、限 界
げんかい

を検
けん

証
しょう

し、不 十 分
ふじゅうぶん

な制度
せいど

については、

障 害 者
しょうがいしゃ

が他
ほか

の者
もの

と 平
びょう

等
どう

に働
はたら

く機会
きかい

を獲 得
かくとく

し、また地域
ちいき

生 活
せいかつ

を可能
かのう

にする所 得
しょとく

を得
え

ることができるようにする観 点
かんてん

から、大 幅
おおはば

な見直
みなお

しが求
もと

められる。 

（検討
けんとう

の範囲
はんい

） 

本 作 業
ほんさぎょう

チーム
ち ー む

では、障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

27 条
じょう

［労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

］、「障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の推 進
すいしん

のための基本的
きほんてき

な方 向
ほうこう

」（第一次
だいいちじ

意見
いけん

および閣議
かくぎ

決 定
けってい

）、「障 害 者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改 革
かいかく

の

推 進
すいしん

のための第二次
だいにじ

意見
いけん

」、 障
しょう

がい者
もの

制度
せいど

改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

および総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

などでの

議論
ぎろん

を踏
ふ
まえ、障 害 者

しょうがいしゃ
の労 働

ろうどう
および雇用

こよう
のあり方

かた
について追加

ついか
開 催
かいさい

も含
ふく

め、6 回
かい

にわた

り検 討
けんとう

を行
おこな

った。その主
おも

な内 容
ないよう

は以下
い か

の通
とお

りである。 

① 障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に盛
も
り込

こ
むべき就 労

しゅうろう
に関

かん
する基本的

きほんてき
事項
じこう

 

② 総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の守備
しゅび

範囲
はんい

（労 働
ろうどう

分野
ぶんや

との機能
きのう

分 担
ぶんたん

など） 

③ 福祉
ふくし

と労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

にまたがる制度
せいど

と労 働 者 性
ろうどうしゃせい

の確保
かくほ

のあり方
かた

 

④ 就 労
しゅうろう

系
けい

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

（就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

、就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

・Ｂ型
がた

事 業
じぎょう

、生 産
せいさん

活 動
かつどう

に取
と
り組

く
む生 活

せいかつ
介護
かいご

事 業
じぎょう

）、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

（地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー）や

小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

のあり方
かた

 

⑤ 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せいど

および差別
さべつ

禁止
きんし

と合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

などを 含
ふく

む、 障 害 者
しょうがいしゃ

の 一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

のあり方
かた

 

⑥ 多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の場
ば
としての社 会 的

しゃかいてき
雇用
こよう

、社 会 的
しゃかいてき

事 業 所
じぎょうしょ

および社 会
しゃかい

支援
しえん

雇用
こよう

のあり

方
かた

など。 

 

II 就労
しゅ う ろ う

合同
ごうどう

作業
さぎょう

チーム
ち ー む

の結 論
けつろん

とその説 明
せつめい

 

１． 障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

について 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の労 働
ろうどう

および雇用
こよう

について障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に盛
も
り込

こ
むべき内 容

ないよう
として、以下

い か
の

事項
じこう

を確 認
かくにん

した。（全 文
ぜんぶん

は本 報 告
ほんほうこく

の末尾
まつび

に資 料
しりょう

として掲 載
けいさい

） 

（１） 労 働
ろうどう

の権利
けんり

の保 障
ほしょう

と苦 情
くじょう

に対
たい

する救 済
きゅうさい

制度
せいど

の整備
せいび

 

（２） 労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

が一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

できる障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

制度
せいど

の整備
せいび

（生 計
せいけい

を

維
ゆい

持
じ
するための賃 金

ちんぎん
補填
ほてん

などによる所 得
しょとく

保 障
ほしょう

を含
ふく

む。）と労 働 者
ろうどうしゃ

保護法
ほごほう

の適 用
てきよう

の確保
かくほ

 

（３） 多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の場
ば
の創 出

そうしゅつ
および必 要

ひつよう
な仕事

しごと
の確保

かくほ
 

（４） 合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

および必 要
ひつよう

な支援
しえん

の提 供
ていきょう

の確保
かくほ

 

（５） 障 害 者
しょうがいしゃ

が特 別
とくべつ

の職 業
しょくぎょう

サービス
さ ー び す

（職 業
しょくぎょう

相 談
そうだん

、職 業
しょくぎょう

指導
しどう

、職 業
しょくぎょう

訓 練
くんれん

および職 業
しょくぎょう
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紹 介
しょうかい

サービス
さ ー び す

など）だけでなく、一 般
いっぱん

の職 業
しょくぎょう

サービス
さ ー び す

も利用
りよう

できるようにすること。 

（６） あらゆる種 類
しゅるい

の障 害 者
しょうがいしゃ

への雇用
こよう

義務
ぎ む

の拡
かく

大
だい

と働
はたら

き甲斐
か い

のある、人
ひと

としての尊 厳
そんげん

にふさわしい職 場
しょくば

の確保
かくほ

 

（2011 年
ねん

4 月
がつ

22 日
にち

に閣議
かくぎ

決 定
けってい

された障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

改 正
かいせい

案
あん

では、第
だい

18 条
じょう

（職 業
しょくぎょう

相 談
そうだん

等
とう

）1 項
こう

及
およ

び 2 項
こう

に「障 害 者
しょうがいしゃ

の多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の機会
きかい

を確保
かくほ

」が追加
ついか

された以外
いがい

は、「第二次
だいにじ

意見
いけん

」で就 労
しゅうろう

合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

が提 案
ていあん

した事項
じこう

はほとんど反 映
はんえい

されていないため、今後
こんご

の

取組
とりく

みが重 要
じゅうよう

となっている。） 

 

２． 総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮称
かしょう

）の中
なか
に就労
しゅうろう

事業
じぎょう

などをどう位置
い ち

づけるか。 

結 論
けつろん

 現 在
げんざい

のところ障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく授 産
じゅさん

施設
しせつ

及
およ

び福祉
ふくし

工 場
こうじょう

、障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく就 労
しゅうろう

系
けい

日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

（就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

、就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

・Ｂ型
がた

事 業
じぎょう

、生 産
せいさん

活 動
かつどう

に取
と
り組

く
む生 活

せいかつ
介護
かいご

）、地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

（地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー）

及
およ

び小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

等
とう

に分
わ
かれている体 系

たいけい
を、就 労

しゅうろう
を中 心

ちゅうしん
とした「就 労

しゅうろう
系
けい

事 業
じぎょう

」と

作 業
さぎょう

活 動
かつどう

や社 会
しゃかい

参加
さんか

活 動
かつどう

を中 心
ちゅうしん

とした「作 業
さぎょう

・活 動
かつどう

系
けい

事 業
じぎょう

」に再 編
さいへん

成
せい

する。

前 者
ぜんしゃ

については①障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

に位置
い ち

づける、②総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に位置
い ち

づける、という

２つの考
かんが

え方
かた

がある。「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」に従 事
じゅうじ

する障 害 者
しょうがいしゃ

の労 働 者 性
ろうどうしゃせい

を確保
かくほ

するとい

う目 標
もくひょう

からは①が望
のぞ

ましいが、その条 件
じょうけん

整備
せいび

にはかなりの時間
じかん

がかかるため、当 面
とうめん

は②と

する。（期限
きげん

を定
さだ

め見直
みなお

すことを総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の付則
ふそく

に明記
めいき

する。）将 来 的
しょうらいてき

には障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

あるいはそれに代
か
わる新 法

しんぽう
（労 働 法

ろうどうほう
）で規定

きてい
することを検 討

けんとう
する。「作 業

さぎょう
・活 動

かつどう

系
けい

事 業
じぎょう

」は、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮 称
かしょう

）に位置
い ち

づける。 

説 明
せつめい

 

 労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

を一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

することにより、「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」で就 労
しゅうろう

する

障 害 者
しょうがいしゃ

に各 種
かくしゅ

助 成
じょせい

措置
そ ち

、手当
てあて

や年 金
ねんきん

など所 得
しょとく

保 障
ほしょう

制度
せいど

などを組
く
み合

あ
わせること、およ

び官 公 需
かんこうじゅ

や民 需
みんじゅ

の優
ゆう

先 発 注
さきはっちゅう

などによる仕事
しごと

の安 定
あんてい

確保
かくほ

などにより、最
さい

低 賃 金
ていちんぎん

以 上
いじょう

の賃 金
ちんぎん

を確保
かくほ

し、労 働 法
ろうどうほう

を適 用
てきよう

する。 

「 就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」においても 一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

を希望
きぼう

する 障 害 者
しょうがいしゃ

については、

ハローワーク
は ろ ー わ ー く

、地域
ちいき

障 害 者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

センタ
せ ん た

ー、障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーなどと密 接
みっせつ

に協 力
きょうりょく

・連 携
れんけい

し、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

への移行
いこう

を積 極 的
せっきょくてき

に支援
しえん

する。また現 行
げんこう

の就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー等
とう

労 働
ろうどう

施策
しさく

に統
とう

合
ごう

するとの意見
いけん

が多数
たすう

を占
し
めたが、これとの有機的

ゆうきてき
連 携
れんけい

を図
はか

るとの意見
いけん

もあった。 

 「作 業
さぎょう

・活 動
かつどう

系
けい

事 業
じぎょう

」は作 業
さぎょう

活 動
かつどう

に取組
とりく

み働
はたら

く喜
よろこ

びを得
え
る「作 業

さぎょう
支援
しえん

事 業
じぎょう

」と、

文化
ぶんか

・ 創 作
そうさく

活 動
かつどう

や機能
きのう

・ 生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

等
とう

の 社 会
しゃかい

参加
さんか

活 動
かつどう

を 中 心
ちゅうしん

とした「 活 動
かつどう

支援
しえん
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事 業
じぎょう

」から成
な
る。この事 業

じぎょう
には、労 働 法

ろうどうほう
は適 用

てきよう
されず、適 正

てきせい
な工 賃

こうちん
及
およ

び年 金
ねんきん

や手当
てあて

などにより生 計
せいけい

維持
い じ

可能
かのう

な所 得
しょとく

を確保
かくほ

する。 

 なお、「一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

」、「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」、「作 業
さぎょう

・活 動
かつどう

系
けい

事 業
じぎょう

」の三 者 間
さんしゃかん

は、

対 象
たいしょう

とする障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じて、それぞれ相互
そうご

移行
いこう

ができる仕組
し く

みとする。 

≪補足
ほそく

説 明
せつめい

≫ 

現行
げんこう

の就労
しゅうろう

に関
かか
わる事業

じぎょう
体 系
たいけい

 

●福祉
ふくし

工 場
こうじょう

（根 拠 法
こんきょほう

は障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

） 

●授 産
じゅさん

施設
しせつ

（根 拠 法
こんきょほう

は障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

）、就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

、就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

・

Ｂ型
がた

事 業
じぎょう

、地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー（以 上
いじょう

、根 拠 法
こんきょほう

は障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

）、小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

 

●（生 産
せいさん

活 動
かつどう

を行
おこな

う）生 活
せいかつ

介護
かいご

事 業
じぎょう

（根 拠 法
こんきょほう

は障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

） 

新制度
しんせいど

の下
した
での就労

しゅうろう
に関
かか
わる事業

じぎょう
体 系
たいけい

の提 案
ていあん

 

新
あら

たな 事 業
じぎょう

体 系
たいけい

として以下
い か

の二
に

類 型
るいけい

を 提 案
ていあん

する。 一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

及
およ

び以下
い か

の二
に

類 型
るいけい

については、障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じて三 者 間
さんしゃかん

を相互
そうご

移行
いこう

ができる仕組
し く

みとする。 

●「就労
しゅうろう

系
けい
事業
じぎょう

」 

＊障 害
しょうがい

に起因
きいん

する制 約
せいやく

への支援
しえん

を受
う
けつつ働

はたら
く場

ば
。 

＊根 拠 法
こんきょほう

は、当 面
とうめん

は総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

。将 来 的
しょうらいてき

には障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

あるいはそれに代
か

わる新 法
しんぽう

（労 働 法
ろうどうほう

）とすることを検 討
けんとう

する。 

＊現 行
げんこう

の事 業
じぎょう

体 系
たいけい

との関 係
かんけい

～現 行
げんこう

の福祉
ふくし

工 場
こうじょう

、就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

事 業
じぎょう

で働
はたら

く

障 害 者
しょうがいしゃ

と、授 産
じゅさん

施設
しせつ

、就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

事 業
じぎょう

、生 活
せいかつ

介護
かいご

事 業
じぎょう

、地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

で働
はたら

く障 害 者
しょうがいしゃ

の一部
いちぶ

が「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」で働
はたら

くことになる

と想 定
そうてい

。 

＊労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

を一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

する新
あら

たな事 業
じぎょう

として、以下
い か

の 3つが提 案
ていあん

され

た。 

①社 会 的
しゃかいてき

雇用
こよう

（箕面市
みのおし

が実施
じっし

している。一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

が困 難
こんなん

な障 害 者
しょうがいしゃ

が労 働 者
ろうどうしゃ

と

して働
はたら

くことを通
つう

じて経 済 的
けいざいてき

自立
じりつ

ができるよう、働
はたら

くことへの支援
しえん

や賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

等
とう

を行
おこな

う仕組
し く

み。） 

②社 会 的
しゃかいてき

事 業 所
じぎょうしょ

（滋賀県
しがけん

や札幌市
さっぽろし

が実施
じっし

している。障 害 者
しょうがいしゃ

をはじめとする雇用
こよう

の困 難
こんなん

な人 々
ひとびと

が雇用
こよう

契 約
けいやく

に基
もと

づいて労 働
ろうどう

に参加
さんか

する仕組
し く

み。賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

は前 提
ぜんてい

としない。） 

③社 会
しゃかい

支援
しえん

雇用
こよう

（欧 州
おうしゅう

等
とう

で行
おこな

われており保護
ほ ご

雇用
こよう

とも呼
よ
ばれる。一 般

いっぱん
就 労
しゅうろう

・自営
じえい

が困 難
こんなん

な障 害 者
しょうがいしゃ

が労 働
ろうどう

法規
ほうき

の下
した

で賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

等
とう

の必 要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う
けつつ働

はたら
き、地域

ちいき
生 活
せいかつ

を

送
おく

れるようにする仕組
し く

み。） 
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＊就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事 業
じぎょう

は、障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー事 業
じぎょう

等
とう

の労 働
ろうどう

施策
しさく

に統
とう

合
ごう

するとの意見
いけん

が多数
たすう

を占
し
めたが、これとの有機的

ゆうきてき
連 携
れんけい

を図
はか

るとの意見
いけん

もあった。 

●「作業
さぎょう

・活動
かつどう

系
けい
事業
じぎょう

」 

＊作 業
さぎょう

活 動
かつどう

を中 心
ちゅうしん

とした「作 業
さぎょう

支援
しえん

事 業
じぎょう

」と、文化
ぶんか

・創 作
そうさく

活 動
かつどう

、機能
きのう

・生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

等
とう

の社 会
しゃかい

参加
さんか

活 動
かつどう

を中 心
ちゅうしん

とした「活 動
かつどう

支援
しえん

事 業
じぎょう

」から成
な
る。 

＊根 拠 法
こんきょほう

は総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

。 

＊就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

事 業
じぎょう

、生 活
せいかつ

介護
かいご

事 業
じぎょう

、地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、小規模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

で働
はたら

く障 害 者
しょうがいしゃ

で、 

「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」で働
はたら

くことを希望
きぼう

しない人
ひと

が「作 業
さぎょう

・活 動
かつどう

系
けい

事 業
じぎょう

」で活 動
かつどう

する

と想 定
そうてい

。 

 

３．「就労
しゅうろう

系
けい
事業
じぎょう

」に労働
ろうどう

法規
ほうき

を適用
てきよう

するか。 

結 論
けつろん

 「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」には、原 則
げんそく

として労 働 法
ろうどうほう

を適 用
てきよう

する。 

説 明
せつめい

 

 「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」に一 律
いちりつ

に現 行
げんこう

の労 働
ろうどう

法規
ほうき

を適 用
てきよう

し事
こと

業 者
ぎょうしゃ

の責 任
せきにん

だけを問
と
うこ

とになると、障 害 者
しょうがいしゃ

の働
はたら

く場
ば
を狭

せば
める恐

おそ
れがあるため、必 要

ひつよう
な条 件

じょうけん
が整

ととの
うまでは、一部

いちぶ

適 用
てきよう

により 安 全
あんぜん

かつ 健 康 的
けんこうてき

な 作 業
さぎょう

条 件
じょうけん

を 保 障
ほしょう

するという選択肢
せんたくし

も 検 討
けんとう

する。

将 来 的
しょうらいてき

には、 労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

に 関
かん

する差別
さべつ

禁止
きんし

や合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の 提 供
ていきょう

義務
ぎ む

を織
お
り込

こ
んだ

労 働 基
ろうどうもと

準 法
じゅんほう

等
とう

、障 害 者
しょうがいしゃ

の 特 性
とくせい

に配 慮
はいりょ

した労 働 法
ろうどうほう

を 全 面
ぜんめん

適 用
てきよう

することについて

検 討
けんとう

する。 

 

４．「就労
しゅうろう

系
けい
事業
じぎょう

」で就業
しゅうぎょう

する障害者
しょうがいしゃ

の賃 金
ちんぎん

を妥当
だとう

な水準
すいじゅん

に引
ひ
き上
あ
げるための適 切

てきせつ
な仕事
しごと

をどの

ようにして安 定
あんてい

確保
かくほ

するか。 

結 論
けつろん

 「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」や障 害 者
しょうがいしゃ

多数
たすう

雇用
こよう

事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

での仕事
しごと

を安 定
あんてい

確保
かくほ

するため、

官 公
かんこう

需 優 先
じゅゆうせん

発 注
はっちゅう

の制度化
せいどか

、官 公 需
かんこうじゅ

における随意
ずいい

契 約
けいやく

の促 進
そくしん

、総 合
そうごう

評 価
ひょうか

入 札
にゅうさつ

制度
せいど

、

並
なら

びに雇用率
こようりつ

制度
せいど

とリンク
り ん く

したみなし雇用
こよう

制度
せいど

の導 入
どうにゅう

、発 注
はっちゅう

促 進
そくしん

税 制
ぜいせい

の拡 充
かくじゅう

や発 注
はっちゅう

額
がく

に 応
おう

じた 減 税
げんぜい

制度
せいど

の 創 設
そうせつ

等
とう

による 民 需
みんじゅ

の 発 注
はっちゅう

の 促 進
そくしん

等
とう

を 図
はか

ると 共
とも

に、共 同
きょうどう

受 注
じゅちゅう

窓 口
まどぐち

等
とう

を全 国 的
ぜんこくてき

に整備
せいび

する。また、生 産 性
せいさんせい

や付加
ふ か

価値
か ち

を引
ひ
き上

あ
げるための仕組

し く
みを

整備
せいび

する。加
くわ

えて、「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」に所 属
しょぞく

する障 害 者
しょうがいしゃ

が 企 業
きぎょう

等
とう

の中
なか

で 働
はたら

くことを

促 進
そくしん

するため、これを雇用率
こようりつ

に換
かん

算
さん

する制度
せいど

を検 討
けんとう

する。なお、「作 業
さぎょう

・活 動
かつどう

系
けい

事 業
じぎょう

」

における「作 業
さぎょう

支援
しえん

事 業
じぎょう

」についても、適 正
てきせい

な工 賃
こうちん

を支払
しはら

うため「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」と同 様
どうよう

の施策
しさく

を講
こう

じる。 



 

250 
 

説 明
せつめい

 

多様
たよう

な「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」や重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

多数
たすう

雇用
こよう

事 業 所
じぎょうしょ

、そして「作 業
さぎょう

支援
しえん

事 業
じぎょう

」

等
とう

に 安 定 的
あんていてき

な仕事
しごと

を確保
かくほ

するうえで 官 公 需
かんこうじゅ

および 民 需
みんじゅ

は 重 要
じゅうよう

である。 民 需
みんじゅ

確保
かくほ

の

一 環
いっかん

としてのみなし雇用
こよう

の具体化
ぐたいか

に向
む
けては、在 宅

ざいたく
就 業
しゅうぎょう

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

制度
せいど

をモデル
も で る

として

特 例
とくれい

調 整
ちょうせい

金
きん

などの給 付
きゅうふ

を雇用率
こようりつ

の算 定
さんてい

に変
か
える仕組

し く
みが考

かんが
えられるが、それが有 効

ゆうこう
に

機能
きのう

する前 提
ぜんてい

としては、法 定
ほうてい

雇用率
こようりつ

の引
ひ
き上

あ
げ等

とう
が不可欠

ふかけつ
である。また、仕事

しごと
の受 注

じゅちゅう
や

分 配
ぶんぱい

、 生 産
せいさん

管理
かんり

や 品 質
ひんしつ

管理
かんり

、 技 術 的
ぎじゅつてき

支援
しえん

等
とう

を 行
おこな

う 共 同
きょうどう

受 注
じゅちゅう

窓 口
まどぐち

は、個々
こ こ

の

事 業 所
じぎょうしょ

単 独
たんどく

での受 注
じゅちゅう

に限 界
げんかい

があるなかで、有 効
ゆうこう

な施策
しさく

であり、そのための組織
そしき

の整備
せいび

と

運営費
うんえいひ

の担保
たんぽ

が必 要
ひつよう

である。さらに、収 益
しゅうえき

を拡 大
かくだい

するためには生 産 性
せいさんせい

や付加
ふ か

価値
か ち

を高
たか

め

るための取組
とりく

みが重 要
じゅうよう

である。また、現 行
げんこう

の自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基
もと

づく施設外
しせつがい

就 労
しゅうろう

や納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

に基
もと

づくグループ
ぐ る ー ぷ

就 労
しゅうろう

などを更
さら

に拡
ひろむ

大
だい

、発 展
はってん

させるため、これを雇用率
こようりつ

に換
かん

算
さん

す

る制度
せいど

を検 討
けんとう

する。 

 

５．「就労
しゅうろう

系
けい
事業
じぎょう

」で就労
しゅうろう

する障害者
しょうがいしゃ

に利用者
りようしゃ

負担
ふたん

を求
もと
めるか。 

結 論
けつろん

 利用者
りようしゃ

負担
ふたん

は廃止
はいし

する。 

説 明
せつめい

 

 国 際
こくさい

労 働
ろうどう

機関
きかん

（ＩＬＯ）第
だい9

99 号勧 告
かんこく

（1955 年
ねん

）では、職 業
しょくぎょう

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

の無 料
むりょう

提 供
ていきょう

が 原 則
げんそく

とされる。また、 労 働 者 性
ろうどうしゃせい

を有
ゆう

する 就 労
しゅうろう

については、利用者
りようしゃ

負担
ふたん

という

概 念
がいねん

そのものが考
かんが

えられないし、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に位置
い ち

づけられる「作 業
さぎょう

・活 動
かつどう

系
けい

事 業
じぎょう

」

についても、利用者
りようしゃ

負担
ふたん

を廃
はい

止
し
すべきとした訴 訟 団

そしょうだん
と国

くに
（厚 生

こうせい
労 働 省
ろうどうしょう

）との「基本
きほん

合意
ごうい

」

が順 守
じゅんしゅ

されるべきである。 

 

６．障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進法
そくしんほう

に関
かか
わる事項

じこう
について 

（１）障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の量
りょう
だけでなくその質

しつ
を確保
かくほ

するための障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進法
そくしんほう

の改 正
かいせい

について 

結 論
けつろん

 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

27 条
じょう

[ 労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

]で求
もと

められる労 働
ろうどう

への権利
けんり

、障 害
しょうがい

に

基
もと

づく差別
さべつ

の禁止
きんし

、職 場
しょくば

における合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

の確保
かくほ

するための規定
きてい

を設
もう

ける。 

説 明
せつめい

 

大 企 業
だいきぎょう

に限
かぎ

らず中 小
ちゅうしょう

の企 業
きぎょう

においても、雇用
こよう

条 件
じょうけん

や昇 給
しょうきゅう

・昇 進
しょうしん

、希望
きぼう

職 種
しょくしゅ

・業 務
ぎょうむ

の充 足
じゅうそく

といった雇用
こよう

の質
しつ

が確保
かくほ

されるために必 要
ひつよう

な規定
きてい

を設
もう

ける必 要
ひつよう

がある。 

 

（２）障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

施策
しさ く

の対象
たいしょう

とする「障害者
しょうがいしゃ

」について、就業上
しゅうぎょうじょう

必要
ひつよう

な支援
しえん

を認 定
にんてい

する仕組
し く

みにつ

いて 
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結 論
けつろん

 雇用率
こようりつ

制度
せいど

に基
もと

づく雇用
こよう

義務
ぎ む

の 対 象
たいしょう

を、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

を含
ふく

むあらゆる種 類
しゅるい

の

障 害 者
しょうがいしゃ

に広
ひろ

げるとともに、雇用率
こようりつ

達 成
たっせい

のための事
こと

業 者
ぎょうしゃ

への支援
しえん

を拡 充
かくじゅう

する必 要
ひつよう

があ

る。また、個々
こ こ

の 障 害 者
しょうがいしゃ

にとって 就 業 上
しゅうぎょうじょう

必 要
ひつよう

な支援
しえん

を 明
あき

らかにする 総 合 的
そうごうてき

な

アセスメントシステム
あ せ す め ん と し す て む

を整備
せいび

する。 

説 明
せつめい

 

精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

を含
ふく

む、あらゆる種 類
しゅるい

の障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

を義務化
ぎ む か

すると同時
どうじ

に、雇用率
こようりつ

を

達 成
たっせい

するための事
じ

業 者
ぎょうしゃ

への支援
しえん

を拡 充
かくじゅう

するべきである。特
とく

に、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

については

職 場
しょくば

で 安 定 的
あんていてき

に 就 業
しゅうぎょう

するための 配 慮
はいりょ

と 職 場
しょくば

環 境
かんきょう

の整備
せいび

が不可欠
ふかけつ

である。 就 業 上
しゅうぎょうじょう

必 要
ひつよう

な支援
しえん

を認 定
にんてい

する仕組
し く

みについては、 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

の場合
ばあい

は身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

福祉法
ふくしほう

第
だい

4 条
じょう

の 別 表
べっぴょう

を WHO 基 準
きじゅん

に合
あ
わせることが 現 実 的

げんじつてき
なアプローチ

あ ぷ ろ ー ち
ではないか。また

客 観 的
きゃくかんてき

指 標
しひょう

を新
あら

たに開 発
かいはつ

した上
うえ

で、障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

の特 性
とくせい

を踏
ふ
まえ、本 人

ほんにん
の希望

きぼう
と周 囲

しゅうい

の評 価
ひょうか

を調 整
ちょうせい

する合 議 体
ごうぎからだ

でのワンストップ
わ ん す と っ ぷ

の相 談
そうだん

支援
しえん

の仕組
し く

みを作
つく

ることを検 討
けんとう

する

必 要
ひつよう

がある。 

 

（３）雇用率
こようりつ

制度
せいど

および納付
のうふ

金
きん
制度
せいど

のあり方
かた
について 

結 論
けつろん

 雇用率
こようりつ

制度
せいど

の対 象 者
たいしょうしゃ

の拡
ひろむ

大
だい

に関 連
かんれん

して、法 定
ほうてい

雇用率
こようりつ

および納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

につい

ては、調 査
ちょうさ

に基
もと

づいて課題
かだい

と限 界
げんかい

を検
けん

証
あか

し、必 要
ひつよう

な見直
みなお

しを行
おこな

うべきである。 

説 明
せつめい

 

法 定
ほうてい

雇用率
こようりつ

については、 社 会
しゃかい

モデル
も で る

に 基
もと

づいた 障 害
しょうがい

の範囲
はんい

の 拡
かく

大
だい

、みなし雇用
こよう

の

導 入
どうにゅう

などを踏
ふ
まえて大 幅

おおはば
に引

ひ
き上

あ
げる方 向

ほうこう
での見直

みなお
しが求

もと
められる。ダブルカウント

だ ぶ る か う ん と
につ

いては社 会
しゃかい

モデル
も で る

に基
もと

づいた制度
せいど

に見直
みなお

すべきであるとの意見
いけん

があったが、障 害 者
しょうがいしゃ

の範囲
はんい

の見直
みなお

しが先 決
せんけつ

であるとの意見
いけん

もあった。納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

は助 成
じょせい

額
がく

の引
ひ
き上

あ
げや給 付

きゅうふ
期間
きかん

の

恒 久 化
こうきゅうか

に加
くわ

え、助 成
じょせい

申 請
しんせい

手続
てつづ

きの簡便化
かんべんか

も必 要
ひつよう

である。また、助 成 金
じょせいきん

は雇用
こよう

主
ぬし

に

よる申 請
しんせい

であるために、障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

を支
ささ

えるために有 効
ゆうこう

に活 用
かつよう

されていないとの指摘
してき

があった。従
したが

って、障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

による申 請
しんせい

を可能
かのう

とするよう検 討
けんとう

する。 

 

（４）職場
しょくば

における合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

提供
ていきょう

の確保
かくほ

について 

結 論
けつろん

 事 業
じぎょう

主
しゅ

が合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

を 提
てい

供
きょう

するために 必 要
ひつよう

な 経 済 的
けいざいてき

・ 技 術 的
ぎじゅつてき

支援
しえん

を

制度化
せいどか

すると共
とも

に、苦 情
くじょう

申
もう

し立
た
てと救 済

きゅうさい
措置
そ ち

についての仕組
し く

みを整備
せいび

する必 要
ひつよう

がある。 

説 明
せつめい

 

「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」、特 例
とくれい

子会社
こがいしゃ

、重 度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

多数
たすう

雇用
こよう

事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

での合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の実 践 例
じっせんれい

を企 業
きぎょう

に示
しめ

すことで、企 業
きぎょう

サイド
さ い ど

の理解
りかい

を深
ふか

める。合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の類型化
るいけいか

や
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事例
じれい

のガイドブック
が い ど ぶ っ く

の整備
せいび

等
とう

も企 業
きぎょう

サイド
さ い ど

の取
と
り組

く
みを進

すす
める上

うえ
で有 効

ゆうこう
だろう。合理的

ごうりてき

配 慮
はいりょ

に係
かかわ

る費用
ひよう

負担
ふたん

のあり方
かた

も整理
せいり

する必 要
ひつよう

がある。合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

が提
てい

供
きょう

されない場合
ばあい

、

障 害 者
しょうがいしゃ

が苦 情
くじょう

を申
もう

し立
た
て、その救 済

きゅうさい
措置
そ ち

が受
う
けられるような第 三 者 性

だいさんしゃせい
を確保

かくほ
した仕組

し く

みが、職
しょく

場 内
じょうない

及
およ

び労 働
ろうどう

審 判
しんぱん

制度
せいど

等
とう

に整備
せいび

される必 要
ひつよう

がある。 

 

III 今後
こんご

の検討
けんとう

課題
かだい

 

１． 安 定
あんてい

した雇用
こよう

・就労
しゅうろう

に結
むす
びついていない労働

ろうどう
年 齢
ねんれい

の障害者
しょうがいしゃ

に適 切
てきせつ

な就業
しゅうぎょう

の機会
きかい

を確保
かくほ

す

るための施策
しさ く

についての検討
けんとう

 

結 論
けつろん

 安 定
あんてい

した雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

に結
むす

びついていない障 害 者
しょうがいしゃ

に適 切
てきせつ

な就 業
しゅうぎょう

の機会
きかい

を確保
かくほ

す

るため、試行
しこう

事 業
じぎょう

（パイロット
ぱ い ろ っ と

・スタディ
す た で ぃ

）として賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

等
とう

の他
ほか

、多様
たよう

な働
はたら

き方
かた

の「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」を実施
じっし

する。 

説 明
せつめい

 

全 国
ぜんこく

で 80ヵ所
かしょ

程度
ていど

を指定
してい

し、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

（使途
し と

に規制
きせい

がなく、障 害
しょうがい

従 業 員
じゅうぎょういん

の賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

にも充 当
じゅうとう

しうる、柔 軟
じゅうなん

な助 成
じょせい

措置
そ ち

を含
ふく

む。）および官 公 需
かんこうじゅ

や民 需
みんじゅ

の優
ゆう

先 発 注
さきはっちゅう

等
とう

を伴
ともな

う、多様
たよう

な「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」（「社 会 的
しゃかいてき

雇用
こよう

」・「社 会 的
しゃかいてき

事 業 所
じぎょうしょ

」・「社 会
しゃかい

支援
しえん

雇用
こよう

」（補足
ほそく

説 明
せつめい

参 照
さんしょう

））が 障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

施策
しさく

にもたらす効果
こうか

を 実 証 的
じっしょうてき

に 検
けん

証
しょう

することにより、

同制度化
どうせいどか

に向
む
けた課題

かだい
を整理

せいり
するものである。対 象

たいしょう
とするのは、①最 低

さいてい
賃 金
ちんぎん

の減 額
げんがく

特 例
とくれい

を受
う
けている就 労

しゅうろう
継 続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

、②最 低
さいてい

賃 金
ちんぎん

の 1／4 以 上
いじょう

の工 賃
こうちん

を支払
しはら

って

いる就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

、③箕面市
みのおし

や滋賀県
しがけん

など、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

独自
どくじ

の制度
せいど

とし

て賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

を実施
じっし

している事 業 所
じぎょうしょ

の他
ほか

、新
あら

たに起 業
きぎょう

する事 業 所
じぎょうしょ

等
とう

であり、これらに対
たい

し、障 害 者
しょうがいしゃ

への賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

を含
ふく

む、事 業 所
じぎょうしょ

への運営費
うんえいひ

補助
ほじょ

（負担
ふたん

割 合
わりあい

は、国
くに

：1／2、

都道府県
とどうふけん

：1／4、市 町 村
しちょうそん

1／4）及
およ

び官 公 需
かんこうじゅ

や民 需
みんじゅ

の優
ゆう

先 発 注
さきはっちゅう

などによる仕事
しごと

を確保
かくほ

す

るための支援
しえん

を行
おこな

う。 

検 証
けんしょう

事項
じこう

は、主
おも

に①障 害 者
しょうがいしゃ

自身
じしん

の働
はたら

く意欲
いよく

への影 響
えいきょう

や、共
とも

に働
はたら

く、障 害
しょうがい

のない者
もの

の

意識
いしき

の変化
へんか

、②対 象
たいしょう

とすべき障 害 者
しょうがいしゃ

や事 業 所
じぎょうしょ

の要 件
ようけん

、③事
こと

業 者
ぎょうしゃ

が提示
ていじ

する賃 金
ちんぎん

への

影 響
えいきょう

、④障 害 者
しょうがいしゃ

の心 身
しんしん

・労 働
ろうどう

能 力
のうりょく

の変化
へんか

の状 況
じょうきょう

、⑤収 益
しゅうえき

の配 分
はいぶん

とその決 定
けってい

の仕組
し く

み、⑥ 事
こと

業 者
ぎょうしゃ

の 生 産 性
せいさんせい

・付加価
ふ か か

値引
ち ひ

き上
あ
げの 取 組

とりくみ
、⑦ 民 間

みんかん
企 業
きぎょう

と 就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

が

連 携
れんけい

する取 組
とりくみ

、⑧総 合 的
そうごうてき

アセスメント
あ せ す め ん と

の仕組
し く

みなど、新
あら

たな「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」の制度化
せいどか

にあたって予想
よそう

される課題
かだい

の整理
せいり

である。 

（このモデル
も で る

事 業
じぎょう

が必 要
ひつよう

な 背 景
はいけい

としては、 現 在
げんざい

の国
くに

の制度
せいど

では、 一 般
いっぱん

雇用
こよう

と福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

しか選択肢
せんたくし

がなく、しかも賃 金
ちんぎん

（工 賃
こうちん

）や位置
い ち

づけ（労 働 者
ろうどうしゃ

か利用者
りようしゃ

か）につい

て 大
おお

きな乖離
かいり

があることが挙
あ
げられる。 両 者

りょうしゃ
の 間

あいだ
に 第 三

だいさん
の選択肢

せんたくし
をつくること、また
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福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

そのものに労 働
ろうどう

法規
ほうき

を適 用
てきよう

すること、さらには多様
たよう

な働
はたら

き方
かた

を保 障
ほしょう

するこ

となど、 種 々
しゅじゅ

の検 討
けんとう

すべき課題
かだい

があるが、これらのいずれをも包 括
ほうかつ

して 検 証
けんしょう

するには、

賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

等
とう

を試験的
しけんてき

に行
おこな

い、各 事 業
かくじぎょう

のメリット
め り っ と

・デメリット
で め り っ と

を明
あき

らかにすると共
とも

に、

現 行
げんこう

の関 連
かんれん

施策
しさく

に与
あた

える影 響
えいきょう

や事 業 者 側
じぎょうしゃがわ

への影 響
えいきょう

を考 慮
こうりょ

、分 析
ぶんせき

する必 要
ひつよう

がある） 

 

２．前 述
ぜんじゅつ

のモデル
も で る

事業
じぎょう

の結果
けっか

を踏
ふ
まえ、「就労

しゅうろう
系
けい
事業
じぎょう

」に従事
じゅうじ

する障害者
しょうがいしゃ

への労働法
ろうどうほう

の適用
てきよう

およ

びそれを可能
かのう

とするための賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

等
とう
を制度化
せいどか

するための法
ほう
制度
せいど

の整備
せいび

 

結 論
けつろん

 「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」は、当 面
とうめん

は、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

で規定
きてい

する。（期限
きげん

を定
さだ

め、見直
みなお

すこ

とを総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の付則
ふそく

に明記
めいき

する。）将 来 的
しょうらいてき

には障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

ないしはそれに代
か

わる新 法
しんぽう

（労 働 法
ろうどうほう

）で規定
きてい

することを検 討
けんとう

する。 

説 明
せつめい

 

「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」を早期
そうき

に実 現
じつげん

するには、総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に位置
い ち

づけることが早 道
はやみち

と思
おも

わ

れるが、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

と「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」を総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

で一 体 的
いったいてき

に規定
きてい

すること

は不可能
ふかのう

なことから、将 来 的
しょうらいてき

には障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促 進 法
そくしんほう

を見直
みなお

すか、あるいはそれに代
か
わる

新 法
しんぽう

（労 働 法
ろうどうほう

）で、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

とリンク
り ん く

して「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」を規定
きてい

するよう検 討
けんとう

する。 

 

３．前 述
ぜんじゅつ

の賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

を制度化
せいどか

するための所得
しょとく

保障
ほしょう

制度
せいど

（障害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

など）との調整
ちょうせい

のあり方
かた

 

結 論
けつろん

 「 就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」に 従 事
じゅうじ

する 障 害 者
しょうがいしゃ

が 賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

を受
う
ける場合

ばあい
、 原 則

げんそく
として

年 金
ねんきん

支 給
しきゅう

は一部
いちぶ

ないし全 額
ぜんがく

停止
ていし

することで、年 金
ねんきん

財 源
ざいげん

を賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

に振
ふ
り替

か
えうる仕組

し く

みをつくる。そのためには、 賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

と 所 得
しょとく

保 障
ほしょう

の関 係
かんけい

について、障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

の

支 給
しきゅう

調 整
ちょうせい

ライン
ら い ん

の検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

である。また、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の対 象
たいしょう

となる障 害 者
しょうがいしゃ

の認 定
にんてい

の仕組
し く

みを検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。（賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

を行
おこな

う場合
ばあい

のモラルハザード
も ら る は ざ ー ど

をどうするかにつ

いても検 討
けんとう

が必 要
ひつよう

という意見
いけん

もある。） 

説 明
せつめい

 

障 害
しょうがい

基礎
き そ

年 金
ねんきん

における所 得
しょとく

制 限
せいげん

は、20 歳 前
さいまえ

に障 害 者
しょうがいしゃ

となった人
ひと

の場合
ばあい

について、

所 得
しょとく

が 398 万
まん

4,000 円
えん

を超
こ
えると半 額

はんがく
支 給
しきゅう

停止
ていし

、500 万
まん

1,000 円
えん

を超
こ
えると全 額

ぜんがく
支 給
しきゅう

停止
ていし

になる（いずれも扶養
ふよう

家族
かぞく

がいない場合
ばあい

の例
れい

）。しかし、最 低
さいてい

賃 金
ちんぎん

（全 国
ぜんこく

加 重
かじゅう

平 均
へいきん

731 円
えん

／時
じ
）への不足分

ふそくぶん
に対

たい
する賃 金

ちんぎん
補填
ほてん

を行
おこな

った場合
ばあい

を考
かんが

えると、その補填率
ほてんりつ

にかかわ

らず、賃 金
ちんぎん

総 額
そうがく

は、731 円
えん

／時
じ
×30～40時間

じかん
／週

しゅう
×52 週

しゅう
／年

ねん
＝114 万

まん
360 円

えん
～152 万

まん
480

円
えん

程度
ていど

であり、到 底
とうてい

、現 行
げんこう

の支 給
しきゅう

調 整
ちょうせい

ライン
ら い ん

には届
とど

かない。よって、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

を受
う
け

ない障 害 者
しょうがいしゃ

との公 平 性
こうへいせい

を担
たん

保
ほ
するには、支 給

しきゅう
調 整
ちょうせい

ライン
ら い ん

をさらに低
ひく

い金 額
きんがく

で設 定
せってい

す
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ることを検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。また、20 歳 前
さいまえ

に障 害 者
しょうがいしゃ

となった人
ひと

以外
いがい

の場合
ばあい

は 障 害
しょうがい

厚 生
こうせい

年 金
ねんきん

や稼働
かどう

所 得
しょとく

と賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

との調 整
ちょうせい

をどうするのか等
とう

の検 討
けんとう

課題
かだい

がある。また、

賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の対 象
たいしょう

となる障 害 者
しょうがいしゃ

の認 定
にんてい

の仕組
し く

みを検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

なお、賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

の導 入
どうにゅう

によって事
じ

業 者
ぎょうしゃ

がモラルハザード
も ら る は ざ ー ど

を起
お
こさないよう、生 産 性

せいさんせい
や

付加
ふ か

価値
か ち

を高
たか

めるとともに、 障 害 者
しょうがいしゃ

の能 力
のうりょく

開 発
かいはつ

により 賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

額
がく

の縮 小
しゅくしょう

、あるいは

賃 金
ちんぎん

補填
ほてん

がなくとも 最
さい

低 賃 金
ていちんぎん

以 上
いじょう

の 賃 金
ちんぎん

を支払
しはら

うことを目指
め ざ

すような制度
せいど

設 計
せっけい

とす

ることについても検 討
けんとう

する必 要
ひつよう

がある。 

 

４．全 国 民
ぜんこくみん

のなかでの障害者
しょうがいしゃ

の経 済
けいざい

活動
かつどう

や生 活
せいかつ

実態
じったい

を明
あき
らかにする基礎

き そ
資料
しりょう

の整備
せいび

 

結 論
けつろん

 障 害
しょうがい

の社 会
しゃかい

モデル
も で る

を基礎
き そ

として雇用
こよう

・就労施策
しさく

を検 討
けんとう

する基礎
き そ

資 料
しりょう

をえるために

国
くに

の基幹
きかん

統 計
とうけい

調 査
ちょうさ

において 障 害
しょうがい

の有無
う む

を 尋
たず

ねる設 問
せつもん

を入
い
れた 全 国

ぜんこく
調 査
ちょうさ

を尐
すく

なくと

も 1 回
かい

実施
じっし

する。 

説 明
せつめい

 

厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

では身 体
しんたい

・知的
ちてき

・精 神
せいしん

、3 障 害
しょうがい

の就 業
しゅうぎょう

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

や障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

を 行
おこな

ってきている。しかし、いずれも 手 帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

やすでに雇用
こよう

されている人
ひと

など、

限 定
げんてい

された障 害 者
しょうがいしゃ

集 団
しゅうだん

の状 況
じょうきょう

しか明
あき

らかにできない。障 害
しょうがい

ゆえに雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

の機会
きかい

を

得
え
がたい者

もの
は、それらの 障 害 者

しょうがいしゃ
以外
いがい

にも数 多
かずおお

く存 在
そんざい

する。いわゆる制度
せいど

の谷間
たにま

で 公 的
こうてき

支援
しえん

を受
う
けることができず放置

ほうち
されている 人

ひと
びとを支援

しえん
することになってこそ、 障 害 者

しょうがいしゃ

雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

の裾野
すその

を広
ひろ

げることができる。 

また、障 害
しょうがい

の社 会
しゃかい

モデル
も で る

を基礎
き そ

とした雇用
こよう

・ 就 労
しゅうろう

施策
しさく

を検 討
けんとう

する基礎
き そ

資 料
しりょう

として、

全 国 民
ぜんこくみん

のなかでの障 害 者
しょうがいしゃ

の経 済
けいざい

活 動
かつどう

や生 活
せいかつ

実 態
じったい

を明
あき

らかにすることが重 要
じゅうよう

である。

そのためには、国
くに

の基幹
きかん

統 計
とうけい

調 査
ちょうさ

（全 国
ぜんこく

消 費
しょうひ

実 態
じったい

調 査
ちょうさ

や国 民
こくみん

生 活
せいかつ

基礎
き そ

調 査
ちょうさ

等
とう

の

全 国 民
ぜんこくみん

を対 象
たいしょう

とした大規模
だいきぼ

社 会
しゃかい

調 査
ちょうさ

）において、 尐
すく

なくとも一
いち

時点
じてん

において病 気
びょうき

や

障 害
しょうがい

によって活 動
かつどう

が一 定
いってい

期間
きかん

以 上
いじょう

制 限
せいげん

されているかどうかを聞
き
く設 問

せつもん
を追加

ついか
し、その

調 査
ちょうさ

結果
けっか

を分 析
ぶんせき

する必 要
ひつよう

がある。 

 

５．障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

・就労
しゅうろう

にかかる労働
ろうどう

施策
しさ く

と福祉
ふくし

施策
しさ く

を一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

するための体 制
たいせい

の整備
せいび

 

結 論
けつろん

 障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

にかかる労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

を一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

しうるよう、

関 係
かんけい

行 政
ぎょうせい

組織
そしき

を再 編
さいへん

成
せい

するとともに、地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

レベル
れ べ る

で雇用
こよう

・就 労
しゅうろう

、福祉
ふくし

およ

び年 金
ねんきん

などにかかる総 合 的
そうごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

窓 口
まどぐち

（ワンストップサービス
わ ん す と っ ぷ さ ー び す

）を設置
せっち

する。 

説 明
せつめい

 

現 在
げんざい

、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

は労 働
ろうどう

行 政
ぎょうせい

等
とう

、また福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

は福祉
ふくし

行 政
ぎょうせい

の所 管
しょかん

とな
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っているがそれらを一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

するには、中 央
ちゅうおう

レベル
れ べ る

の行 政
ぎょうせい

組織
そしき

を再 編
さいへん

成
せい

するとと

もに、地域
ちいき

レベル
れ べ る

で就 労
しゅうろう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

にかかわる、ハローワーク
は ろ ー わ ー く

、福祉
ふくし

事務所
じむしょ

、地域
ちいき

障 害 者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

センタ
せ ん た

ー、障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生 活
せいかつ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーおよび地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

が設置
せっち

する就 労
しゅうろう

支援
しえん

機関
きかん

、地域
ちいき

自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

、発 達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー、ならびに特 別
とくべつ

支援
しえん

学 校
がっこう

な

どの関 係
かんけい

機関
きかん

のネットワーク
ね っ と わ ー く

が有 効
ゆうこう

に機能
きのう

する仕組
し く

みを整備
せいび

する。 

 

６．以上
いじょう

の検討
けんとう

課題
かだい

についてフォロ
ふ ぉ ろ

ーし、実現化
じつげんか

をめざすための今後
こんご

の検討
けんとう

体 制
たいせい

づくり 

結 論
けつろん

 推 進
すいしん

会議
かいぎ

のもとに 就 労
しゅうろう

部会
ぶかい

または 就 労
しゅうろう

検 討
けんとう

チーム
ち ー む

を設置
せっち

して、「 就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」にかかるモデル
も で る

事 業
じぎょう

の検 証
けんしょう

も含
ふく

む、検 討
けんとう

課題
かだい

についての議論
ぎろん

を深
ふか

め、結 論
けつろん

を得
え
る。

そのメンバ
め ん ば

ーは、推 進
すいしん

会議
かいぎ

や総 合
そうごう

福祉
ふくし

部会
ぶかい

の枠
わく

をこえ、経 済
けいざい

団 体
だんたい

、労 働
ろうどう

団 体
だんたい

、学 識
がくしき

経 験 者
けいけんしゃ

（労 働 法
ろうどうほう

、労 働
ろうどう

経 済 学
けいざいがく

、経 営 学
けいえいがく

、社 会
しゃかい

保 障 論
ほしょうろん

などの分野
ぶんや

の専門家
せんもんか

など）、

事
こと

業 者
ぎょうしゃ

団 体
だんたい

および地方
ちほう

公 共
こうきょう

団 体
だんたい

などから構 成
こうせい

する。 

説 明
せつめい

 

本チーム
ほんちーむ

では極
きわ

めて広範囲
こうはんい

に渡
わた

る、一 般
いっぱん

就 労
しゅうろう

・自営
じえい

および「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」に係
かかわ

る課題
かだい

について議論
ぎろん

したが、構 成 員
こうせいいん

の専 門
せんもん

領 域
りょういき

が限
かぎ

られていたことや検 討
けんとう

期間
きかん

及
およ

び時間
じかん

が短
みじか

かったため議論
ぎろん

をつくせず、結 論
けつろん

を得
え
るまでには至

いた
らなかった。従

したが
って、推 進

すいしん
会議
かいぎ

の下
した

に新
あら

たに作
つく

られる部会
ぶかい

又
また

は検 討
けんとう

チーム
ち ー む

には幅 広
はばひろ

い専 門
せんもん

領 域
りょういき

の構
かまえ

成 員
せいいん

を加
くわ

え、十 分
じゅうぶん

議論
ぎろん

を尽
つ
くし、結 論

けつろん
を得

え
る。 

 

７．他
ほか
の作業
さぎょう

チーム
ち ー む

との調整
ちょうせい

が必要
ひつよう

な事項
じこう

 

（１）パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

など介助
かいじょ

サービス
さ ー び す

事業
じぎょう

の守備
しゅび

範囲
はんい

について 

結 論
けつろん

 パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

などの 介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

は、 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

での 生 活
せいかつ

支援
しえん

だけでなく、通 勤
つうきん

（自営
じえい

等
とう

の営利
えいり

活 動
かつどう

に伴
ともな

う移動
いどう

を含
ふく

む）や職 場
しょくば

での介 助
かいじょ

にも使
つか

えるようにする。 

説 明
せつめい

 

「訪 問
ほうもん

系
けい

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

で検 討
けんとう

されたパーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

などの介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

は、基本的
きほんてき

には在 宅
ざいたく

障 害 者
しょうがいしゃ

の身 体
しんたい

介 助
かいじょ

や外 出
がいしゅつ

支援
しえん

等
とう

に関
かか

わるとされる。一 方
いっぽう

、雇用
こよう

納付
のうふ

金
きん

制度
せいど

に 基
もと

づく 助 成 金
じょせいきん

にも 通 勤
つうきん

支援
しえん

（1ヵ月
かげつ

）、 職 場
しょくば

介 助
かいじょ

（仕事面
しごとめん

の支援
しえん

、10

年 間
ねんかん

）等
とう

があるが、期間
きかん

や介 助
かいじょ

の対 象
たいしょう

が限
かぎ

られているため極
きわ

めて使
つか

いづらいとされる。

財 源
ざいげん

も 含
ふく

め、 労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

を 一 体 的
いったいてき

に 展 開
てんかい

できる仕組
し く

みを整備
せいび

することで、

パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

などの介 助
かいじょ

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

を地域
ちいき

での 生 活
せいかつ

支援
しえん

だけでなく、 通 勤
つうきん

（自営
じえい

等
とう

の営利
えいり

活 動
かつどう

に伴
ともな

う移動
いどう

を含
ふく

む）や職 場
しょくば

での介 助
かいじょ

にも使
つか

えるようにする。 
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（２）ワンストップサービス
わ ん す と っ ぷ さー び す

の整備
せいび

について 

結 論
けつろん

 ワンストップサービス
わ ん す と っ ぷ さ ー び す

は、就 労
しゅうろう

支援
しえん

を含
ふく

む、総 合 的
そうごうてき

な相 談
そうだん

支援
しえん

窓 口
まどぐち

とする。 

説 明
せつめい

 

障 害 者
しょうがいしゃ

が 就
しゅう

労
ろう

しようとする場合
ばあい

、どの機関
きかん

や 窓 口
まどぐち

で 相 談
そうだん

するかによってその後
ご
の

就 労 先
しゅうろうさき

が異
こと

なることが尐
すく

なくない。障 害 者
しょうがいしゃ

がそうした不利
ふ り

を蒙
こうむ

らないようにするためにも、

「選 択
せんたく

と決 定
けってい

・相 談
そうだん

支援
しえん

プロセス
ぷ ろ せ す

（程度
ていど

区分
くぶん

）」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

で検 討
けんとう

されている地域
ちいき

相 談
そうだん

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー な ど は 、 就 労
しゅうろう

支援
しえん

も 含
ふく

む 、「 総 合 的
そうごうてき

な 相 談
そうだん

支援
しえん

窓 口
まどぐち

（ワンストップサービス
わ ん す と っ ぷ さ ー び す

）」とする必 要
ひつよう

がある。 

 

（３）雇用
こよう

関 係
かんけい

がなく、労働
ろうどう

法規
ほうき

が適用
てきよう

されないデイアクティビティセンタ
で いあ く て ぃ びて ぃせんた

ーの機能
きのう

について 

結 論
けつろん

 雇用
こよう

関 係
かんけい

がなく、労 働
ろうどう

法規
ほうき

が適 用
てきよう

されないデイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーは、創 作
そうさく

活 動
かつどう

や趣味
しゅみ

活 動
かつどう

、作 業
さぎょう

活 動
かつどう

など、地域
ちいき

における社 会
しゃかい

参加
さんか

活 動
かつどう

の場
ば
の提 供

ていきょう
等
とう

をその主
しゅ

たる機能
きのう

とし、福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

の一 環
いっかん

として総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に位置
い ち

づける。 

説 明
せつめい

 

「日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

と GH、CH、住
す
まい方

かた
支援
しえん

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

では、「（現 行
げんこう

の）地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーはデイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーに整理
せいり

する方
かた

がよい。・・・」と整理
せいり

し、また「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の見直
みなお

しと自治体
じちたい

の役 割
やくわり

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

では「地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの内 容
ないよう

につ

いては、・・・地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

に残
のこ

すものと、他
ほか

事 業
じぎょう

との体 系
たいけい

の統 合
とうごう

の中
なか

で自立
じりつ

支援
しえん

給 付
きゅうふ

にするものとに分
わ
ける。・・」と報 告

ほうこく
している。ここで言

い
うデイアクティビティセンタ

で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た
ー

は本 報 告 中
ほんほうこくちゅう

の「作 業
さぎょう

・活 動
かつどう

系
けい

事 業
じぎょう

」に当
あ
たると考

かんが
えられるため、これを総 合

そうごう
福祉法
ふくしほう

に基
もと

づく福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に位置
い ち

づけ機能
きのう

を整理
せいり

する。 

 

（４）他
ほか
の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事業
じぎょう

とは異
こと
なる「就労

しゅうろう
系
けい
事業
じぎょう

」の位置
い ち

づけについて 

結 論
けつろん

 本 来
ほんらい

、労 働 法
ろうどうほう

に位置付
い ち づ

けられる事 業
じぎょう

として、「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」を他
ほか

の福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

一 般
いっぱん

とは異
こと

なる位置付
い ち づ

けとするよう、見直
みなお

しが必 要
ひつよう

である。 

説 明
せつめい

 

 就 労
しゅうろう

が福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事 業
じぎょう

の一
ひと

つとしてしか位置付
い ち づ

けられていない現 状
げんじょう

を見直
みなお

し、本 来
ほんらい

は労 働 法
ろうどうほう

に規定
きてい

されるべき「就 労
しゅうろう

系
けい

事 業
じぎょう

」は、独自
どくじ

の仕組
し く

みとして総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

の中
なか

に

規定
きてい

されるべきである。 

 

（５）現行
げんこう

の施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

と併
あわ
せて提

てい
供
きょう
される就労

しゅうろう
支援
しえん

事業
じぎょう

について 
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結 論
けつろん

 現 行
げんこう

の施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

と併
あわ

せて提
てい

供
きょう

される就 労
しゅうろう

支援
しえん

事 業
じぎょう

を総 合
そうごう

福祉法
ふくしほう

でど

のように位置付
い ち づ

けるかについては、「日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

と GH、CH、住
す
まい方

かた
支援
しえん

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

と

調 整
ちょうせい

する。 

説 明
せつめい

 

2008 年
ねん

12 月
がつ

16 日
にち

の社 会
しゃかい

保 障 審
ほしょうしん

議会
ぎかい

障 害 者
しょうがいしゃ

部会
ぶかい

報 告
ほうこく

で「通 所
つうじょ

による就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

の利用
りよう

が難
むずか

しく、真
まこと

にやむを得
え
ない者

もの
である場合

ばあい
には、ケアマネジメント

け あ ま ね じ め ん と
等
とう

の手続
てつづ

きを経
へ

た上
うえ

で、同 一
どういつ

の施設
しせつ

において施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

と合
あ
わせて就 労

しゅうろう
継 続
けいぞく

支援
しえん

についても実施
じっし

でき

ることとするよう、検 討
けんとう

すべきである」とされる。これについては、「日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

と GH、CH、

住
す
まい方

かた
支援
しえん

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

と調 整
ちょうせい

する。 

 

【資 料
しりょう

】 

２０１０・１１・２２ 

障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に盛
も
り込

こ
むべき事項

じこう
（案

あん
） 

就 労
しゅうろう

・合 同
ごうどう

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

 

 労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

について障 害 者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に以下
い か

の内 容
ないよう

を規定
きてい

すべきである。 

１． 労 働
ろうどう

の権利
けんり

の保 障
ほしょう

と苦 情
くじょう

に対
たい

する救 済
きゅうさい

制度
せいど

の整備
せいび

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

第
だい

27 条
じょう

では、「 障 害 者
しょうがいしゃ

が他
ほか

の者
もの

と平
ひら

等
とう

に労 働
ろうどう

についての権利
けんり

を

有
ゆう

することを認
みと

める。」と規定
きてい

されている。また、日本
にほん

国
くに

憲 法
けんぽう

第
だい

27 条
じょう

でも、「すべて国 民
こくみん

は、

勤 労
きんろう

の権利
けんり

を有
ゆう

し、義務
ぎ む

を負
お
う。」と規定

きてい
している。しかし、現 行

げんこう
の障 害 者

しょうがいしゃ
基本法
きほんほう

をはじ

め、障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

の促 進
そくしん

等
とう

に関
かん

する法 律
ほうりつ

や障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

などでは、障 害 者
しょうがいしゃ

の

労 働
ろうどう

の権利
けんり

は明記
めいき

されていない。障 害 者
しょうがいしゃ

の就 業 率
しゅうぎょうりつ

が他
ほか

の者
もの

とくらべ、きわめて低
ひく

く、か

つ、就 業
しゅうぎょう

している障 害 者
しょうがいしゃ

の賃 金
ちんぎん

などの労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

も他
ほか

の者
もの

とくらべ、かなり悪
わる

い実 態
じったい

を改 善
かいぜん

するためにも障 害 者
しょうがいしゃ

の労 働
ろうどう

の権利
けんり

が保 障
ほしょう

されなければならない。それには、公 正
こうせい

かつ良 好
りょうこう

な労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

、安 全
あんぜん

かつ健 康 的
けんこうてき

な作 業
さぎょう

条 件
じょうけん

及
およ

び苦 情
くじょう

に対
たい

する救 済
きゅうさい

につ

いての権利
けんり

の保護
ほ ご

が含
ふく

まれる。 

２． 労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

が一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

できる障 害 者
しょうがいしゃ

就 労
しゅうろう

制度
せいど

の整備
せいび

（生 計
せいけい

を

維
ゆい

持
じ
するための賃 金

ちんぎん
補填
ほてん

などによる所 得
しょとく

保 障
ほしょう

を含
ふく

む。）と労 働 者
ろうどうしゃ

保護法
ほごほう

の適 用
てきよう

の

確保
かくほ

 

 現 在
げんざい

いわゆる福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

に 従 事
じゅうじ

している 20 万 人
まんにん

近
ちか

くの障 害 者
しょうがいしゃ

のうちごく一部
いちぶ

を

除
のぞ

き、労 働 者
ろうどうしゃ

保護法
ほごほう

（労 働
ろうどう

基 準 法
きじゅんほう

、最 低
さいてい

賃 金 法
ちんぎんほう

、労 働
ろうどう

安 全
あんぜん

衛 生 法
えいせいほう

、労 働 者
ろうどうしゃ

災 害
さいがい

補 償
ほしょう

保険法
ほけんほう

などに加
くわ

え、雇用
こよう

保険法
ほけんほう

、健 康
けんこう

保険法
ほけんほう

および厚 生
こうせい

年 金 法
ねんきんほう

も含
ふく

む。）

の対 象
たいしょう

外
そと

とされ、労 働 者
ろうどうしゃ

あるいは労 働 者
ろうどうしゃ

に準
じゅん

じた労 働
ろうどう

条 件
じょうけん

などを確保
かくほ

する展 望
てんぼう

も
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ない状 況
じょうきょう

におかれている。そうした状 況
じょうきょう

を打開
だかい

するには、福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

制度
せいど

にかわるものと

して、現 在
げんざい

分 立
ぶんりつ

している労 働
ろうどう

施策
しさく

と福祉
ふくし

施策
しさく

を一 体 的
いったいてき

に展 開
てんかい

できるような仕組
し く

み、つ

まり、福祉的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

に従 事
じゅうじ

している障 害 者
しょうがいしゃ

が、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

の提 供
ていきょう

および、必 要
ひつよう

な支援
しえん

（生 計
せいけい

を維
い
持
じ
するための賃 金

ちんぎん
補填
ほてん

などによる所 得
しょとく

保 障
ほしょう

などを含
ふく

む。）を継 続 的
けいぞくてき

に受
う
けな

がら、労 働 者
ろうどうしゃ

保護法
ほごほう

が適 用
てきよう

される多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の場
ば
で働

はたら
き甲斐

か い
のある人 間

にんげん
らしい仕事

しごと
がで

きる仕組
し く

みを整備
せいび

する必 要
ひつよう

がある。また、それらの障 害 者
しょうがいしゃ

の職 業
しょくぎょう

の選択肢
せんたくし

を拡
ひろ

げるとと

もに、キャリア
き ゃ り あ

形 成
けいせい

ができるよう、生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

を含
ふく

む、能 力
のうりょく

開 発
かいはつ

などの支援
しえん

も積 極 的
せっきょくてき

に

行
おこな

われなければならない。 

３．多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の場
ば
の創 出

そうしゅつ
および必 要

ひつよう
な仕事

しごと
の確保

かくほ
 

 障 害 者
しょうがいしゃ

が自由
じゆう

に選 択
せんたく

し、または承 諾
しょうだく

する労 働
ろうどう

につけるよう、企 業
きぎょう

や公 共
こうきょう

機関
きかん

での

雇用
こよう

に加
くわ

え、自営
じえい

・起 業
きぎょう

、社 会 的
しゃかいてき

事 業 所
じぎょうしょ

や協 同
きょうどう

組 合
くみあい

での就 業
しゅうぎょう

、ならびに在 宅
ざいたく

就 労
しゅうろう

などを含
ふく

む、多様
たよう

な就 業
しゅうぎょう

の場
ば
を積 極 的

せっきょくてき
に創 出

そうしゅつ
するとともに、そこで就 業

しゅうぎょう
する障 害 者

しょうがいしゃ
が

生 計
せいけい

を立
た
てうる、 適 切

てきせつ
な仕事

しごと
を 安 定

あんてい
確保
かくほ

するための仕組
し く

み（ハート
は ー と

購 入 法
こうにゅうほう

など 優 先
ゆうせん

発 注
はっちゅう

制度
せいど

や総 合
そうごう

評 価
ひょうか

入 札
にゅうさつ

制度
せいど

など）を整備
せいび

しなければならない。 

４．合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

および必 要
ひつよう

な支援
しえん

の提 供
ていきょう

の確保
かくほ

 

 障 害
しょうがい

の種 類
しゅるい

や程度
ていど

にかかわらず、労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

を希望
きぼう

するすべての障 害 者
しょうがいしゃ

が他
ほか

の者
もの

と 平
びょう

等
どう

に就 職
しゅうしょく

し、その職
しょく

の維持
い じ

や昇 進
しょうしん

、あるいは復 職
ふくしょく

などができるよう、職 場
しょくば

におけ

る合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

および必 要
ひつよう

な支援
しえん

（職 業
しょくぎょう

生 活
せいかつ

を維持
い じ

・向 上
こうじょう

するための人 的
じんてき

、物 的
ぶってき

およ

び経 済 的
けいざいてき

支援
しえん

を含
ふく

む。それには職 業
しょくぎょう

維持
い じ

に必 要
ひつよう

な生 活 面
せいかつめん

での支援
しえん

や通 勤
つうきん

支援
しえん

なども

含
ふく

まれる。）の提 供
ていきょう

を確保
かくほ

しなければならない。 

５． 障 害 者
しょうがいしゃ

が特 別
とくべつ

の 職 業
しょくぎょう

サービス
さ ー び す

（ 職 業
しょくぎょう

相 談
そうだん

、 職 業
しょくぎょう

指導
しどう

、 職 業
しょくぎょう

訓 練
くんれん

及
およ

び 職 業
しょくぎょう

紹 介
しょうかい

サービス
さ ー び す

など）だけでなく、一 般
いっぱん

の職 業
しょくぎょう

サービス
さ ー び す

も利用
りよう

できるようにすること 

 障 害 者
しょうがいしゃ

が他
ほか

の者
もの

と 平
びょう

等
どう

に労 働
ろうどう

及
およ

び雇用
こよう

に参加
さんか

できるようにするべく、ニーズ
に ー ず

に応
おう

じ

た 適 切
てきせつ

な 職 業
しょくぎょう

サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

を確保
かくほ

するには、かぎられた 特 定
とくてい

の機関
きかん

で 提
てい

供
きょう

される

障 害 者
しょうがいしゃ

を 対 象
たいしょう

とした 特 別
とくべつ

の 職 業
しょくぎょう

サービス
さ ー び す

だけでなく、 障 害 者
しょうがいしゃ

にとって身近
みぢか

な地域
ちいき

で

必 要
ひつよう

な職 業
しょくぎょう

サービス
さ ー び す

が受
う
けられるよう、一 般

いっぱん
市民
しみん

を対 象
たいしょう

とした通 常
つうじょう

の職 業
しょくぎょう

サービス
さ ー び す

が

利用
りよう

できるようにしなければならない。つまり、地域
ちいき

にある 通 常
つうじょう

の 各 種
かくしゅ

職 業
しょくぎょう

サービス
さ ー び す

を

障 害 者
しょうがいしゃ

にとってインクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

でアクセシブル
あ く せ し ぶ る

なものにしなければならない。 

６．あらゆる種 類
しゅるい

の障 害 者
しょうがいしゃ

への雇用
こよう

義務
ぎ む

の拡
ひろむ

大
だい

と働
はたら

き甲斐
か い

のある、人
ひと

としての尊 厳
そんげん

にふ

さわしい職 場
しょくば

の確保
かくほ

 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

の促 進
そくしん

等
とう

に関
かん

する法 律
ほうりつ

に基
もと

づく障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

義務
ぎ む

の対 象
たいしょう

は、現 在
げんざい

の

ところ身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

と知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

に限 定
げんてい

されているが、その対 象
たいしょう

を精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

を含
ふく
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む、あらゆる種 類
しゅるい

の障 害 者
しょうがいしゃ

に拡 大
かくだい

するとともに、現 行
げんこう

の障 害 者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

制度
せいど

を量
りょう

とし

ての雇用
こよう

だけでなく、働
はたら

き甲斐
が い

のある、人
ひと

としての尊 厳
そんげん

にふさわしい職 場
しょくば

をも確保
かくほ

できる

仕組
し く

みに転 換
てんかん

する必 要
ひつよう

がある。そして、そうした職 場
しょくば

を確保
かくほ

するには、合理的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

およ

び必 要
ひつよう

な支援
しえん

が確 実
かくじつ

に提
てい

供
きょう

されるよう、障 害 者
しょうがいしゃ

だけでなく、事 業
じぎょう

主
しゅ

に対
たい

しても適 切
てきせつ

なフォローアップサービス
ふ ぉ ろ ー あ っ ぷ さ ー び す

が、必 要
ひつよう

な期間
きかん

継 続 的
けいぞくてき

になされなければならない。 
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本 作 業
ほんさぎょう

チーム
ち ー む

報 告
ほうこく

に対して
たい  

部会
ぶかい

委員
いいん

から寄せられた
よ    

主
おも

な意見
いけん

 

 

 当チーム
とうちーむ

報 告 書
ほうこくしょ

について、3 名
めい

の委員
いいん

からつぎのような意見
いけん

が寄
よ
せられた。 

 

１ 新
あら

たに「 障 害
しょうがい

」の範 疇
はんちゅう

に 入
はい

る難 病
なんびょう

・慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

患 者
かんじゃ

への 対 応
たいおう

について 

（１）本 報 告 書
ほんほうこくしょ

のはじめの「問 題
もんだい

認 識
にんしき

」につぎのような記 述
きじゅつ

を追加
ついか

すること。 

「 疾 病
しっぺい

構 造
こうぞう

が 慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

になってきているのに 対 応
たいおう

して、 急 性
きゅうせい

患 者
かんじゃ

から 慢 性
まんせい

疾 患
しっかん

にシフト
し ふ と

すべき 国
くに

の施策
しさく

の 対 応
たいおう

が 遅
おく

れている。したがって、 病 気
びょうき

を 抱
かか

えて、 障 害
しょうがい

をもって

就 労
しゅうろう

する社 会
しゃかい

環 境
かんきょう

の整備
せいび

は、もっと政 策 的
せいさくてき

に優
ゆう

先 順 位
さきじゅんい

の高
たか

いものであるべきである。」 

（２）上 記
じょうき

の視点
してん

は、各 項
かくこう

にも 関 連
かんれん

するので、関 連
かんれん

部分
ぶぶん

について必 要
ひつよう

な調 整
ちょうせい

・補正
ほせい

をす

ること。 

 難 病
なんびょう

という医 療
いりょう

ケア
け あ

を伴
ともな

う就 労
しゅうろう

は、障 害
しょうがい

特 性
とくせい

に合
あ
った独自

どくじ
の支援

しえん
が必 要

ひつよう
である。それ

に関 連
かんれん

して、国
くに

の難 病
なんびょう

患 者
かんじゃ

の就 労
しゅうろう

モデル
も で る

事 業
じぎょう

が数 年 前
すうねんまえ

から実施
じっし

されていること、また、

独 立
どくりつ

行 政
ぎょうせい

法 人
ほうじん

高 齢
こうれい

・ 障 害 者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

支援
しえん

機構
きこう

・ 障 害 者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

総 合
そうごう

センタ
せ ん た

ーで 調 査
ちょうさ

・

研 究
けんきゅう

が 行
おこな

われていることから、これらの成果
せいか

を生
い
かすこと。 

（３）合 理 的
ごうりてき

配 慮
はいりょ

提 供
ていきょう

と欠 如
けつじょ

事例
じれい

の救 済
きゅうさい

について 

 このテーマ
て ー ま

の改 善
かいぜん

は、当 事 者
とうじしゃ

の具 体 的
ぐたいてき

事例
じれい

告 発
こくはつ

を 推 進 力
すいしんりょく

として前 進
ぜんしん

する。それだけに、

救 済
きゅうさい

措置
そ ち

は具体
ぐたい

事例
じれい

の告 発
こくはつ

が気軽
きがる

に行
おこな

えるような 社 会 的
しゃかいてき

な啓 発
けいはつ

にもっと 力 点
りきてん

を 置
おき

いた

施策
しさく

が 求
もと

められる。 

 

２ 現 行
げんこう

の施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

と併
あわ

せて提
てい

供
きょう

される就 労
しゅうろう

支援
しえん

事 業
じぎょう

について 

 本 報 告 書
ほんほうこくしょ

では、 現 行
げんこう

の施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

と 併
あわ

せて 提
てい

供
きょう

される 就 労
しゅうろう

支援
しえん

事 業
じぎょう

を 総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

でどのように位置
い ち

づけるかについては、「日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

と GH、CH、住
す
まい方

かた
支援
しえん

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

と 調 整
ちょうせい

する、とあるが、この 問 題
もんだい

の 背 景
はいけい

には、地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送
おく

るための 所 得
しょとく

保 障
ほしょう

、

地域
ちいき

の 社 会
しゃかい

資源
しげん

の不足
ふそく

や、GH 等
とう

の設置
せっち

にかかる 財 源
ざいげん

確保
かくほ

の 困
こん

難
なん

さ、また地域
ちいき

の 反 対
はんたい

や

本 人
ほんにん

・家族
かぞく

の心 配
しんぱい

といった地域
ちいき

移行
いこう

の課題
かだい

などがある。そこで、「日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

と GH、CH、住
す

まい方
かた

支援
しえん

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

に加
くわ

えて、「地域
ちいき

生 活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

や、「地域
ちいき

移行
いこう

」作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

と 調 整
ちょうせい

したうえで、職 住
しょくじゅう

分離
ぶんり

を原 則
げんそく

としつつも、諸 課 題
しょかだい

の改 善
かいぜん

までの期間
きかん

は、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

と併
あわ

せて提
てい

供
きょう

される就 労
しゅうろう

支援
しえん

事 業
じぎょう

（福 祉 的
ふくしてき

就 労
しゅうろう

）を 認
みと

めるべきである。 

 

３ 財 源
ざいげん

の確保
かくほ

について 
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 国
くに

・地方
ちほう

とも厳
きび

しい財 政 難
ざいせいなん

の中
なか

で、安 定
あんてい

した財 源
ざいげん

の確保
かくほ

の問 題
もんだい

は重 要
じゅうよう

な課題
かだい

である。

制度
せいど

の 円 滑
えんかつ

な 運 営
うんえい

を 図
はか

るためには、 財 源
ざいげん

の確保
かくほ

を 並 行
へいこう

して議論
ぎろん

し、制度
せいど

に位置
い ち

づける

必 要
ひつよう

がある。 
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